














































































ら「そう思わない（ 1 点）」の 4 件法で回答を求め、「この地域の人々にどう思われているかが



















3．分 析 方 法
　SC の平均点を算出し、夫婦をそれぞれで平均点より高い群と低い群に区分した。さらに、
それぞれの組み合わせにより 4 群に区分した。 4 群において、年齢、身体活動 SE、SEGE、
GDS-S-J を比較した。比較には Kruskal-Wallis 検定を、多重比較には Bonferroni 補正を用いた。





















性：17.1±3.9）点、GDS-S-J の得点の中央値は 3（0-15）（男性： 3（0-14）、女性： 3（0-5））点、平均は




の 2 群に分け、夫高群と妻高群で組み合わされる群（以下、Q 1 ）、夫高群と妻低群で組み合わ
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される群（以下、Q 2 ）、夫低群と妻高群で組み合わされる群（以下、Q 3 ）、夫低群と妻低群で組
み合わされる群（以下、Q 4 ）に区分した。なお、Q 1 の SC の得点の平均は17.6±1.3点、Q 2 の
SC の得点の平均は15.7±1.6点、Q 3 の SC の得点の平均は15.5±2.3点、Q 4 の SC の得点の平
均は13.5±1.7点であった。
　 4 群で、年齢、身体活動 SE、SEGE、GDS-S-J を比較すると、年齢、身体活動 SE のいずれ
の項目でも有意な差はみられなかった（表 1 ～ 4 ）。
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